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嶋本　 １２イマーム派 シーア主義 におけるイマーム ・ア リーの位置について

１２イ マ ー ム派 シ ー ア主 義 １）に お け る

イ マ ー ム ・ア リー の 位 置 に つ い て

イ ラン人 ム ス リムの場合

嶋 本 隆 光＊

The Position of  'Ali b. Abi Taleb in Twelver Imami 

         Shi'ism  (Ithna  `Ashariyya) 

 The Image of  'Ali among Iranian Muslims 

Takamitsu SHIMAMOTO

   One  of the most important characteristics of a religious symbol 
is its plasticity or flexibility. This functions in homo religiosus, enabling 
him to comprehend the meaning of life in the way most fitting to him. 
Religious men, who belong to various social strata and differ in their 
level of education, understand the meaning of symbols according to 
their own experience, so that they can obtain the satisfaction to feel 
themselves "real"  (Eliade). Sometimes a religious symbol might be 
interpreted in a highly illogical and passionate manner, but, in other 
cases, interpretation may be quite logical and rational. In each case,

１）我が国では，シーア派研究の根が浅いため，現在イランの国教であるイスナー ・アシャリー

　ヤ （英語では Ｔｗｅｌｖｅｒ　ｌｍａｍｉ　Ｓｈｉ’ｉｓｍ）の用語について呼称が確定 していない。本論において

　は，１２イマーム派シーア主義という用語を用いるが，ここで 「派」と 「主義」の用法の区別に

　ついて若干の注意を行ないたい。

　　英語では， Ｓｈｉ’ｉｓｍ という語が 「シーア派」及び 「シーア主義」の両方の意味を表わすもの

　として用いられる。 しかし，本論では 「派」と 「主義」を区別 して用いる。「派」とは，例え

　ばスンニー派やシーア派というように， 宗教， 政治的セクトの相異を明示するために， また

　 「主義」という言葉は，哲学，思想的な内容の相異に重点を置いて用いることができる。

　　このように考えた場合，従来のように 「派」という語が固定的にシーアという言葉に付加さ

　れ 「シーア派」となるのではなくなる。つまり，スンニー派に対置されるシーア派の内部にお

　いても，様々な分派，例えば ７イマーム派 （イスマーイール派）や ４イマーム派 （ザィディー

　派）というように，それぞれのセクトの相異を明示するために用いることが可能である。

　　さらに，これらシーア派内部の各分派の哲学，思想的葦異に注意を払う場合，７イマーム主

　義 （イスマーイール主義）， ４イマーム主義 （ザイディー主義）ということができる。

　　従 って，１２イマーム派シーア主義という場合，１２イマーム派の 「派」は， ７イマーム派や４

　 イマーム派と区別するため，シーア主義の 「主義」は，同派における哲学，神学，思想的内容

　に注意を払うという意図のもとに用いた。
＊大阪外国語大学，国立民族学博物館共同研究員
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however, interpretation should be that most fitting to the interpreter. 
   In this paper, through the examination of  'Ali b. Abi Taleb, a 

figure of crucial significance in the Shi'i tradition in general and in 
that of the Twelver Imami Shi'ism in particular, I attempt to demon-
strate those contentions. To do this I examine;  (I) how this figure 
became so important among Shi'i believers (particularly among 

 Iranians)  ; (2) how he has been accepted by them; (3) how those 
believers (i.e., theologians, traditionists, secular intellectuals and ordi-
nary mass believers, among others) have interpreted him; and lastly 

(4) how we can appreciate his importance in  religic-is, societal and 
political terms.

１． は じめ に

ｌｌ． １２イ マー ム派 シ ーア主 義 研 究 の現 状 と問

題 の糸 口

皿． 本 論

１・ ア リー の経 歴 とシ ー ア派 の 起 源

２・ 宗 教 的 エ リー ト（神 学者 ， 伝 承 学者 等 ）

に よ る イマ ー ム ・ア リー像 （① 一 ａ）

３． 世 俗 的 知 識人 によ る イ マ ー ム ・ア リー

像 （① 一 ｂ）

４． 一般 信 者 の イ マ ー ム ・ア リー像 （②）

ＩＶ． 結 語

１． は じ め に

　 「ア リー （彼 に神 の 栄光 あれ ） の 宗教 は， 単 に宗 教 的 な 知識 ， つ ま り信 仰 （‘ｉｂ記 ａｔ）や禁

欲 主 義 （ｒｉｙｉｚａｔ）とい う側 面 の み で 極 立 って い た ばか りでな く， 理 性 あ る い は 思 想 的 宗 教

（ｄｉｎ・ｅ・ｆｅｋｒｉ） とい う側 面 か ら言 って も， ア リー とい う人 格 と結 びっ い た特 異 な も の で あ っ

た 。」 （ハ サ ン ・サ ドル 『無 限 の人 ， ア リー ・ｂ 。ア ビー ・タ ー レブ』） ［ＳＡＤＲ　 ｌ　９８２：５６］：・

　宗教的シンボルの機能の重要な特徴の一つに，それが宗教 的人間 （ｈｏｍｏ　ｒｅｌｉｇｉｏ－

ＳＵＳ）に働きかけ，彼に宗教的現実を身を以って体験させることによって，真に充足 し

た生活を送 る原動力 となる点を挙げることができる。既存の様々な宗教には，必ず幾

つかの枢要なシンボルの体系があって，これが多様な社会階層に属する信者 に，各人

の社会的地位，個人的体験，教育 レベルの差異等に応じてプ実に多様にしかも流動的

に働きかける。その結果，信者は自らの置かれた立場，境遇に従って，宗教的充足感

を最 も効率的に獲得できる方法でシンボルを解釈 してゆくのである。時には感性的，

直感的に，またある時には理性的に冷徹な心でシンボルの解釈を行なうこともある２）。

２）エリアーデは，シンボルが人間の内部に占める枢要な働き，特に想像力との関係について論

じている。そして，「想像力を持つことは，世界を総体として眺めることができることである」

と述べている ［ＥＬＩＡＤＥ　１９６１：２０］。
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嶋本　 １２イマーム派 シーア主義におけ るイマーム ・ア リーの位置について

　 イス ラームのよ うに神 の唯一一一性 （ｔａｗｈｉｄ）を極端 に強調す る宗教 では，厳密 に言 え

ば， ア ッラー以外 にいかな る並置すべ き シンボル体系 も存在 し得 ない。 しか し，現実

には， カーバ神殿 の黒石 に代表 されるよ うに，神 の絶対的唯一性 の原則 に抵触 す るシ

ンボル の体系が存在 した。

　聖者 に対す る尊崇 もまた， タウ ヒー ドの原則 に対す る著 しい違反 の一例であ る。預

言者 マホメ ッ トに対す る崇拝やその他 スーフ ィーの聖者 に対す る崇拝 は，無知蒙 昧な

一般 ムス リムにとって近づ き難 い一神 教の原則 と彼 らの多神 教的
，土俗 的な宗教慣習

の空隙を埋 める効果 を持 ちなが ら発展 した３）。

　 同様 に，イラ ンにおけ る１２イマ ーム派 シーア主義 の伝統で は，ス ンニー派 の信者共

同体全体 の総意 （イジュマー） に対 して，イマーム とい う神的知識を併せ持つ指導者

個人に対す る絶対的帰依 を教義 の核心 に据え るため，一種独特 のシンボル体系 の発達

を観察する ことができる４）。

　 本論では，同派における１２人 のイマームの中で初代 イマームの位置を 占め，イ ラン

人 ムス リムの間で巾広 い人気 と計 り知 ることので きな い影響力 を持つ， ア リー ・エブ

ネ ・アビー ・ター レブという人物を取 り扱 う。 この人物がどのように神話化されて き

たか。そ して，その神話 が人 々の間で広汎 に受 け入れ られて きた結果 ，どのように多

様 な人 々の想像力を掻 き立 ててきたか。 さ らに，ムス リムの 日常生活 の レベルか ら，

社会思想，政治活動 の レベルに至 るまで，どれ程甚大 な影響力を行使 してきたか につ

いて分析を行な いたい。 この作業 によ って，宗教 （イス ラーム） が，単 に礼拝や儀礼

の集積 としてでな く，現 実の歴史 の中でダイナ ミックな要因 と して作用す ることを理

解 す る一助 としたい。

ｌｌ． １２イ マー ム派 シ ー ア主 義研 究 の現 状 と問題 の 糸 口

　 イラン近 ・現代史を一瞥 しただけで，宗教 （イス ラーム） の果た して きた特異 な役

割を知 ることが で き る。 タバ コ＝ボイ コ ット運動 （１８９１－１８９２）， 立憲革命 （１９０５－

１９１１），さ らに１９７８－１９７９年 のイ ラン＝イスラーム共和革命等 において，１２イマーム派

のウラマ ー （特 に後者で は法学者 （ｆａｑｉｈ，　ｐｌｕ．　ｆｕｑａｈａ））の演 じた役割 は， 内外の研

３）Ｇｏｌｄｚｉｈｅｒの研究は，イスラームの聖者崇拝の発展史と今世紀初頭における聖者崇拝の実状

を知る上で基本的なものである。彼の著作 「ＧｏＬＤｚｌＨＥＲ　ｌ　９７１：Ｖｏｌ．２，２６５］において，聖者崇

拝の発展の過程で，権威の依り処としてアリーの重要な位置について示唆が行なわれている。

４）ナスルは，「ある意味で，スンニー派を 『アブー・バクルのイスラーム』と言うことができる

ように，シーア派を 『アリーのイスラーム』と呼ぶことができる」と述べている［ＮＡＳＲ　１９７２：

１５３１。
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究者 の関心を 引いて きた５）。

　 これ らの事例 において宗教 の果 た して きた役割 を考慮 に入れ ると，イラ ン近 ・現代

史を総合 的に把 握 す る た め に， １２イマ ーム派 シーア主義 （ｌｔｈｎａ‘Ａｓｈａｒｉｙｙａ （Ａ），

Ｔｗｅｌｖｅｒ　Ｉｍａｍｉ　Ｓｈｉ’ｉｓｍ （Ｅ））６）に関 して何 らかの言及 を行な うことな く論 じること

はほとんど不可能 に近 いことが分 か る。 この意味で，本論 に入 る前提 として，同派 に

関す る研究の現状 につ いて略述を行 な うことは，本論を理解す る上で有益であ る。

　 ホメイニー師 （Ａｙａｔｕｌｌａｈ　ＲＵｈ　ａｌ－Ａｌｌａｈ　Ｍ Ｕｓａｖｉ　Ｋｈｕｍｅｉｎｉ，１９０２－ ）の指導 によ

るイス ラーム共和革命 の勃発以後， イランの国教であ る１２イマーム派 シーア主 義の特

異性 に対 して， これまで以上 に注 目が払われた結果，様々な角度 か ら研究が行 なわれ

るよ うにな った７）。 しか し，依然 と して未 開拓 の分野 が多 く， この意味で イランの シ

ーア主義研究 は，多 くの可能性 を秘 めた研究分野で あるとい うことができる。

　 これまで行 なわれて きた研究 の成果 は，大雑把 に次 のように分類整理す ることがで

きる ：

　（１） 教 義的アプ ローチ，

　 （２） 社会 ・政治的 アプローチ，

　 （３） 経済的アプ ローチ，

　 （４） 一般民衆 ，信者 の信仰，宗教観 の立場 に基づ くアブ ｕ一チ。

　 以下 において， この四つ の立場 に立脚 した研究 について，主要な研究業績を紹介 し

なが ら，批判検討 を行 な うことにす る。

　 （１）の教義的 アプ ローチは，宗教の いわば 「建前」を論 じ、その枠組みを知 る上で極

めて重要であ る。研究 テーマと して は，イマーム論， イマームの権威の基盤 とその権

威 の委譲 の問題， さらにこの議論の発展 として，信者共同体 におけるウラマ ーの権 限

の教義 的根拠を探 ることなどが中心 とな る８）。 しか し， この分 野に関心を持つ研究者

５） 例 え ば， Ｅ・Ａｂｒａｈａｌｎｉｙａｎ，　Ｉｒａｎ：Ｂｅｔωｅｅｎ　Ｔｗｏ　Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎｓ． １９８２，　Ｐｒｉｎｃｅｔｏｎ　Ｕｎｉｖ・Ｐｒｅｓｓ，

Ｎ．Ｋｅｄｄｉｅ，　Ｒｏｏｔｓ　ｏｆ　Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ．１９８１，　Ｙａｌｅ　ｕｎｉｖ、　Ｐｒｅｓｓ，　Ｅ・Ｊ．　Ｈｏｏｇｌｕｎｄ，　Ｌａｎｄ　ａｎｄ　Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

ｉｎ　ｌｒａｎ：１９６０－１９８０． １９８２，　Ｕｎｉｖ．　ｏｆ　Ｔｅｘａｓ　Ｐｒｅｓｓな どが あ る。 前 二 者 は， 政 治的 側 面 に重 点 を

置 く。 Ａｂｒａｈａｍｉｙａｎ は ， 巾広 く資 料 を 駆 使 した 力作 ，　Ｋｅｄｄｉｅ は 初 心 者 向 きで あ る。 ま た
Ｈｏｏｇｌｕｎｄ は， 革 命 を農 村 の側 か ら眺 め た研 究 で あ る。

６） 本 論で 用 いた特 殊 な 用語 の音 訳 につ いて ， 特 に 明示 しな い場 合 はペ ル シ ア語 ， あ るい は ペ ル

シア語化 した ア ラ ビア語 で あ る。 た だ し，ニ カ国語 を並 置 した り， 紛 らわ しい 場合 に は， ペ ル

シア語 （Ｐ）， ア ラ ビ ア語 （Ａ）， 英 語 （Ｅ）の記 号 を付 した 。

７） これ以 前 の もの と して ， Ｄｏｎａｌｄｓｏｎ，　Ｄ・Ｍ ．［１９３３］を参 照 され た い 。 本 書 は ， １２イマ ーム派

シー ア主 義 研 究 の 画期 を 示 す もので あ る。 多 くの点 で不 十 分 で あ るが ， なお 利 用価 値 が あ る 。

８）例 え ば Ｓａｃｈｅｄｉｎａ［１９８１］は， １２イマ ー ム派 理 論確 立 の 過 程で ， 特 に 「隠 れ イ マ ー ム」理 論

の形 成 に重 点 を 置 い た 力作 で あ る。

　 また Ｃａｌｄｅｒ［ｎ．ｄ。］は， 初 期 シー ア派 神学 者 ， 法 学者 の 著作 に依 拠 して， ウ ラマ ーが イマ ー
ムの代 理人 と して の 権ｉ威 を 継 承 し得 るか否 かを 論 じて い る。 この他 Ｍ ｃＤＥＲＭｏＴＴ［１９７８］は ，

ム ゥタズ ィ ラ派 神 学 と １２イ マー ム派神 学 の 橋渡 し的 存 在 と して Ｓｈａｙｋｂ　ａｌ－Ｍ ｕｆｉｄを 位 置 づ け

るこ とを主 張す る興 味 深 い研 究 で あ る。
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嶋本　 １２イマーム派 シーア主義におけるイマーム ・ア リーの位置につ いて

は，ともすれば歴史的諸条件 （社会，政治，経済的諸条件）の変化を無視，あるいは

軽視することによって，超時間的に問題を把握するという欠点がある９）。例えば，ウ

ラマー （イスラームの宗教学者）がイマームの代理人 として信者共同体を直接支配す

る権限を持つかどうかという議論がある。教義的アプローチの立場をとる人々は，初

期の神学書にこれを立証する記述が存在 しないことを根拠に，ウラマーのこの権限を

否定する。つまり，１２イマーム派の教義は，１０－－１１世紀 にその基礎が確立されたが，

その教義をそのまま近 ・現代の状況に当てはめようと試みるのである。時代の推移に

従 って，宗教をめぐる諸条件が変化することは当然であり，教義 も時代と共に変化す

る。 しかも，教義はあくまで 「建前」の議論であって，実際に宗教に係わる諸問題を

取 り扱 うウラマーたちが，歴史条件の変化 に従 って様々な権限を持つようになったこ

とは，何 ら不思議なことではない。特に，シーア派では，宗教問題の解釈に際 して理

性的判断 （イジュティハー ド）の門は閉ざされていないとされるので，これを用いる

ことによって，ウラマー （特にイジュティハードの行使を許されたムジュタヒド）の

権限が拡大されたと考えることは十分に根拠がある。

　（２），次いで社会，政治的アプローチについて。この立場の中心を占めるのは，イス

ラームの宗教学者 『ウラマー』論である。

　 イラン近 ・現代史 （特に１９世紀初頭から現代に至るまで）を一貫 して，ウラマーは

社会，政治の分野で計 り知ることのできない重大な役割を果たしてきた。ムス リム社

会における彼 らの役割は非常に大きく，人々の生活の細部に至るまで多かれ少なかれ

その影響の下にあった。この意味で，ウラマーの社会，政治的役割に注意を払うこと

はけだし当然である。

　 しか し，この点を強調する余 り，ウラマーに関連する諸々の事件について，社会，

政治的利害関係の枠内でのみ論 じ，この利害関係が彼らの影響力のすべてを決定する

かのように説明を行なうことは誤りである１０）。 信者共同体の宗教体験の代表者，指

導者という彼ら本来の重要な役割を軽視することはできない。宗教の問題は，宗教本

来の機能，役割に基づいて考察することが必要で，宗教以外の何物かの尺度を用いて

判断を下すことができない場合が多い１１｝。

９）例えば，Ｅｌｉａｓｈ［１９７９］がこれに該当する。 また，　Ａｌｇａｒ［１９６９】は，国家対宗教 （ウラマー）

　の対立を教義的に不変のものとして把握する神学的アプローチを行なっている。

１０）Ｎ．Ｋｅｄｄｉｅの立場がこれに当たる。彼女は，２０年以上の長きに渡って宗教の社会，政治的機

　能に関心を払ってきた。しかし，主著 ［ＫＥＤＤＩＥ　Ｉ　９７２】においても，アフガーニーが宗教を政

　治的に実用的に利用 した点を強調するが，信者の宗教意識 宗教の受容形態に関する分析はほ

　とんど行なわれていない。

１１）Ｃ・Ｊ・Ａｄａｍｓは，“Ｉｓｌａｍｉｃ　Ｒｅｌｉｇｉｏｕｓ　Ｔｒａｄｉｔｉｏｎ” という論文の中で，研究者が宗教を取 り扱

　う際の基本的立場を明らかにしている ［ＢＩＮＤＥＲ（ｅｄ・） １９７６：２９－９５］。
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　（３），経済的側面から行なう１２イマーム派 シーア主義研究は，これまで最も未開拓の

分野である。スンニー派のウラマーは，国家から多大な金銭的援助を受けていたため，

国家か ら独立した独自の立場を堅持できなかったといわれる。これに対 して，シーア

派のウラマーは，一般信者からの布施やワクフ１２）管理等々からの収益によってか な

りの収入を得ることができたため，経済的に国家に対する依存度が低 く，強硬な態度

を維持することができたといわれてきた。

　これまで，点数は少ないがウラマーの経済基盤に関するいくつかの研 究 が存 在 す

る１３）。 しか し， 実情を把握するために多くの困難が伴うため， 実質的な研究が行な

われてこなかった。例えば，ワクフについても，実際これがウラマーの権力の経済的

基盤として，そ してその結果として彼らの社会，政治的権力の基盤としてどれ程重要

であったか，さらに，マシュハ ドやコムなど，イラン最大級のワクフを持つ聖地にお

けるワクフの管理状況の実態等を知ることは至難の術であり，具体的にはほとんど明

らかにされていない１４）。

　 この他，信者からの寄進や宗教税の徴収，さらにウラマー自身が行なう商業活動等

々についても不明瞭な点が多いのが実状である。 これ らの問題を解明するためには，

以上の経済活動に関するファトワー （教令）やタゥズィーフ （ｔａｗ写距，ムジュタヒド

による法的問題の解説）等を分析 し，現実の慣行 と比較検討することが必要である。

　（４），第四番目のアプローチは，一般民衆，あるいは信者の宗教観，信仰，宗教的慣

習の側面か ら行なうものである。本論は，基本的にこの方法に基づく一考察である。

一般の信者か ら知識人エ リー トに至るムス リムの宗教観や宗教的慣習に注意を払 うこ

とによって，彼 らの歴史参加の動機の一端を知ろうとする。

　ムス リムの宗教観や信仰 という観点から彼 らの歴史参加について知 ることは，具体

１２）ワクフ （複数アウカーフ）とは，「停止」を意味するアラビア語で， イスラーム法の用語と

　 しては，所有権移転の永久停止を意味する。一般には，ある物件の所有者がその用益権を放棄

　 し，それからの収益が最初に設置された目的に使用されている限り，その処分権をも放棄する

　ことを意味する。主要な形態として，イスラーム寺院や学院，病院などを維持するための土地，

　建物の寄進がある。

　　イランでは，ウラマーがこの寄進財の管財人 （モタワッリー）として任命されることが多 く，

　管財人はワクフ収益のおよそ １／１０を報酬として受けとることができた。

１３）アン・ラム トンは，ワクフの基本的性格について解説を行なっており［ＬＡＭＢＴｏＮ　ｌ　９５３：２３０

　－２３７］，また別の著作 ［ＬＡＭＢＴｏＮ　１９６４］において，　ｍａｒｊａ’ａｌ－ｔａｑｈｄ制をウラマーの経済基盤

　の問題をも含めて取り扱 っている。この他，宗教税ホムスを取り扱った興味深い論文 としては，

　Ｓａｃｈｅｄｉｎａ［１９８０］を参照されたい。

１４）ワクフの研究 に際 しては， １２イマーム派の法学的立場を知る一方， 様々な ｒワクフ文書

　（ｖａｑｆｎａｍｅｈ）」を検討することによって，ワクフ管理の実態を知ることが必要である。 ワクフ

　文書から，直接特定のウラマーの収入を知ることは至難であるが，彼 らの経済的基盤を類推す

　ることが可能となる。この他，１９世紀における個人のワクフの管理状況を知る文書がいくつか

　存在する （ｅ・ｇ．‘Ａｇｉ・Ａｂａ’ｄ・２Ｖｄｍｅｈ）。今後，これらの文書を総合的に分析することが望まれる。
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嶋本　 １２イマーム派シーア主義におけるイマーム・アリーの位置にっいて

的資料 に乏 しいため，資料 的に裏づ けることは極めて困難である。 しか し，一方 でタ

ァジーエ （受難劇）， バス ト （聖域 に避難す る行 為）１５）， 聖者崇拝 （イマ ームや セ ィ

エ ド自身 ，あるいは，彼 らの廟及 び縁のあ る場所 ，事物 に対す る崇拝）等 々， イラン

人ムス リムの間 に広汎 に流布 した （してい る）慣習 を考察す ることによ って，又他 方

で，知識 人の書 き残 した文書 や説教 の類を調 査す ることによ って，彼 らの宗教観 を知

ることがで きる。 その結果， ムス リムが参加 した歴史 的運動 の背後 に種 々雑多 な宗教

的動機 が存在 した ことが明 らか とな り，歴史 の理解 が容易 になると考え る。

　 以上をふまえて，具体 的にイラン 「民衆」 の間で絶大な人気 を誇 り，尊崇の対象 と

な っているイマーム ・ア リーを一例 として考察 を行 なう。そ して， この半神格 化され

た人物 が，イラ ン社会 の各層 の人 々によ ってどのように受容 され，解釈 されて きたか

を探 ることによ って，歴史形成 の過程で ムス リムの信仰 ，宗教観がどの程度重要な役

割を果たす のかを提示 したい。

　 なお以下の議論 を円滑 に行な う手順 として， ムス リムを次 のように分類す る。

ムス リムの分類

エ リ ー ト

一般の信者

ｒ

［

ａ． 神学者，法学者 ，伝承学者 （一般 にウラマ ー），学僧な ど

ｂ， 世俗的知識人 （イ ンテ リゲ ンチ ア） ムス リム，世俗 的高等

　　教育を受けた人 々，学生 など

高等教育 （宗教，世俗共に）を受けたことのない，比較的俗信，

軽信に陥り易いグループの人々

この分類表に現われる 「エリー ト」 と 「一般の信者」の間には共通部分も多く，必ず

しも厳密なものではない。 しか し，両者には宗教的シンボルに対する接近の方法にお

いて，決定的ともいえる差異が存在す るため，この点に留意して分類を行なった。

　本項の最後に資料に関して付言 したい。本論の執筆に際 して，１０－１１世紀に記され

た１２イマーム派シーア主義確立期の文献，さらに同派発展の一大画期である１７世紀末

葉から１８世紀初頭以降，現代に至るまでの長期に渡る時代に記された資料を用いた。

本論の取 り扱 う時代は基本的に近 ・現代であり，厳密な歴史記述においてこのような

資料の用い方を採用することが，好ましくない場合が多い。 しかし，初期の資料が，

現在もイラン宗教界で依然として重要な宗教書 として読まれているという事実によっ

１５）タァジーエについては，社会，政治，宗教，救済論等の立場から，数多くの研究が可能であ

　る。 例えば， Ｂｅｅｍａｎ［１９８２］がある。 また， タァジーエのシナリオも多 く存在する。　Ｐｅｌｌｙ

　［１８７９］，Ｈｕｍａｙｉｆｎｉ［ｎ．ｄ．］など。

　 バストについては，その宗教的意味に焦点を当てた論文を近日発表の予定である。
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て， それ らは現代 的意義を持つ と考え ることがで きる。従 って，本論 では，

に基づ いて資料を用いた ことを銘記 したい１６）。

この前提

皿． 本 論

１．　 ア リーの経歴 とシーア派 の起源

　 ア リー ・ｂ ・アビー ・ター レブは，６００年１７）頃， ラジ ャブ月１３日にメ ッカで生 まれ

た。父は，ア ビー ・ターレブ とい って，預言者 マホメ ッ トの父親 と兄弟で ある。従 っ

て， ア リー とマホメ ッ トは従兄弟であ った （表 １，家系図を参照）。　 また，ア リーの

生 まれ る以前 のことであるが，マホメ ッ トが父母を亡 くし孤児であ った時代 ，アビー

・ター レブは彼を引 き取 り育てた ［ＩＢＮ　ｌＳＨＡＱ　ｌ９８０：７９］。 さ らに重要 な ことは，マ

ホメ ッ トが長 じて商人 と して成功を収めた後 に起 こった。つま り，▼クライ シュ族 が大

飢謹 に襲われた時 ，ア ビー ・ター レブは多数の子供 を扶養す ることがで きな くなり，

預言者 に ア リーを引 き取 り養育す るよう依頼す ることにな ったのである ［ＩＢＮ　ＩＳＨＡ９

１９８０：１１４］。その結果 ，二人の従兄弟は，年令 こそ２０才 ばか り異な っていたが，ア リ

ーは文字通 りマホメ ッ トと寝食を共 にして成長 したのであ る１８）。 ６１０年 頃， ア ッラー

１６）本論では，１２イマーム派シーア主義の教義，神学的議論，ならびに同派の伝承に関する記述

　において，Ｍａｊｌｉｓｉ［ｎ・ｄ．］，　Ｓｈａｙｋｈ　ａｌ－Ｍｕｆｉｄ［１９８１］，琉ｂａｗａｙｈｉ［１９４２】，　Ｔａｂｉｔａｂ５’ｉ［１９７５］な

　どを主に用いた。

１７）中近東の大多数の国々では， 西暦６２２年を元年とするイスラーム暦 （回教暦， あるいはヒジ

　ュラ暦）を用いる。イスラーム暦は太陰暦であるため，我々の用いる太陽暦とは一年の長さが

　異なっている。

　　本論では，特に明示しない場合は西暦を用いたが，歴史叙述の慣例上，あるいは叙述の流れ

　から必要上イスラーム暦を用いたところもある。その場合は年代の前にイスラーム暦と明示し

　た。

１８） 「私 （アリー）は，習慣的に夜も昼 も極秘密のうちに，アッラーの使徒を訪れたものであっ

　た。その時，彼は私の尋ねたことに答えてくれたものである。そして，私は彼の行くところな

　らどこへでも同伴 したものであった。アッラーの教友たちも，彼が他の誰に対してもこのよう

　に振る舞わなかっなことをよく知っている。そして，これ （秘密の会話）は，しばしば私の家

　で行なわれた。私が彼の休息の場所を訪れた時はいつでも，彼は私と二人きりになるように手

　配し，彼の妻に座をはずすように言った。こうして，彼と私の他は，誰もその場には残 らなか

　った。そして，彼が秘かに私の元にやって来る時は，ファーティマあるいは私の二人の息子の

　うち一方を除いてすべての者に席をはずさせた。そ して質問されると，私の質問に答えて くれ

　たものであった。私が沈黙を保ち，質問することがなくなってしまった時，彼は自ら語 り始め

　たものである。その結果，合法や違法について，命令や禁止，また従順や罪過について，はた

　また過去や未来のことについて，何事であれ，私にそれらを教え，それを読ませ，書き留めさ

　せた。そしてまた，私自身の手で書き留められることなく，コーランの章句が預言者に啓示さ

　れたり，アッラーによって教えが下ることはなかった。彼は私にその真実の意味 （ｔａ’Ｗ１］）や，

　明らかな意味と隠された意味 （羅訪ｉｒ，　ｂ５ｔｉｎ）につ いて 教えてくれたものであった。 そして，

　私はそれを記憶 に留 め， その一字一句すら忘 れることはなかったのである。」 ［ＢλＢＡＷＡＹＨｉ

　ｌ９４２：１２２－１２３］
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嶋本　 １２イマーム派シーア主義におけるイマーム ・ア リーの位 置について

表 １ 、預言者マホメットとアリーの系図

※ Ａ．Ｈ・は イス ラー ム暦 を表 わ す 。

出 典 ：［Ｍ ＡＳＨＫＵＲ　 ｎ・ｄ．］に よ る 。

の神 か らお告げを受けたマホメ ッ トは，やがて宣教を開始す る。新 しい教えについて

間近 で聞いたと推察 され るア リー信，一足 早 くその教 えを受け入 れた。彼は，男子 で

最 も早 くイス ラーム教徒 にな った人物であ ると言 われている （因みに，最初の女子 ム

ス リムは，マホメ ッ トの妻 ハデ ィージ ャであ る）。　 この時，ア リーはわずか１０才であ

った。

　 ヒジュラ （６２２年）以降， ア リーはイス ラームの戦士 として多 くの戦 いで武名 を轟か

せた。 イス ラーム暦 ２年， ラマザー ン月 のパ ドルの戦 い，イスラーム暦 ３年 ， シャヴ

ァール月 のウフ ドの戦 い，イス ラーム暦 ５年 ，ハ ンダ クの戦 い， さ らにイス ラーム暦

７年 ，カイバルの戦 い等 における彼の活躍 は，後代様 々な神話的物語を生 み出 し，多

数の信者 に偉大 なる武人 ア リーのイメージを作 り出す ことにな った１９）。

１９）イラン人の間で，アリーはフェル ドゥースィーの 『王書』の主人公，ロスタムに比較される

　ようである。例えば，シャリアティーの著作の一つ ［ＳＨＡＲｒ’ＡＴｒ　ｎ・ｄ・１：９】にこれを示唆する

　発言が記録ざれている。
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　 さ らに， ア リーとマホメ ッ トの関係 において重要 な事件は，イス ラーム暦 ２年 にお

ける，預言者の娘 ファーテ ィマ との結婚であ る。 ア リー２１才， ファーティマ１５才の時

であった。 この ように，ア リーは，預言者 の家系 であるハ ーシム家 に属す るばか りで

な く，彼 の従兄弟 であ り，養子 ， しか も女 婿であ ったため，マホメ ッ トと非常に親密

な関係を持 って いた。 やがて，彼 の従者の間では，この特異 な位 置 と彼の人格 に対 す

る熱烈な支持 と崇拝 の感情 が生 まれて きた。 これが一層鮮明に， しか も血生臭 い党派

聞の争 いと して表面 に現 われるのは，預言者 の没年６３２年以降 のことであ った。

　 シーア派の運動 の発端 は，預言者マホメ ッ ト亡 き後 ，アラブ人 ムス リムの間で生 じ

た後継者をめ ぐる宗教 ，政治的闘争であ った。マホメ ッ トの没後 ，ウ ンマ （信者 の共

同体） は，最 も偉大 な指導者を失 い，困難の極地 に達 した。 ウンマにとって，新 しい

後継者を見 い出す ことが急務で あった。 この状況下 にあって，既 に述べた理由か ら，

ア リーは， こと家系 と血統 に関す る限 り，マホメ ッ トの後継者 と して最有 資格者 であ

った。

　 しかも， シーア派信者 の間で は，マホメ ッ ト自身が，生前 にア リーを後継者 に任命

して いた とい う伝承 が固 く信 じられていた （後述）。 いずれにせ よ， 預言者 の後継者

は，ハ ーシム家 の者 でな くて はな らない と信 じる少数 の人々は， ア リーがまさにその

人物であ ると主 張 したのであ る。 この一 団の人 々は， シーア トア リー（ア リーの一党）

と呼 ばれた。 これまで使用 して きた シーア派 の語 の起源は ここにある。

　 しか し，実際にマホメ ッ トの後継者 （カ リフ Ｋｈａｌｉｆａ） に選 出されたのは，ムス リ

ム共同体の長老 アブー ・バ クル （６３２－６３４） であ った。彼 の死後 は， ウマル （－６４４），

ウスマ ー ン （－６５６） が 相次 いで カ リフに任命 され， よ うや くア リーがカ リフの地位

に即 いたのは，マホメ ッ トの死 後２０年以上 も経過 した６５６年 のことにす ぎな い。

　 しか も， このカ リフ任命す ら順調 に行 なわれたわ けではなか ったので， ５年足 らず

の彼 の統治期 間は，安定を欠 いた相次 ぐ内乱 の時代で あった。 とりわけ， ウマィア家

との権力闘争は熾烈 であった。 しか し，ア リーの同家 に対す る対応の し方 が徹底 しな

かったため，一部 の者 が彼の陣営か ら離脱 した （ハ ー レジー派，Ｋｈｗａｒｉｊｉｔｅｓ（Ｅ））。

この離脱事件 は，後 に彼 の暗殺へ とつなが るのである。

　６６１年 ， ラマザ ー ン月１８日， ア リーは，クーフ ァにあ るモス クで朝の礼拝 を行な う

ためにそこへ向か った。そ して，そ こで彼 を暗殺す るために待 ち受けていたハ ー レジ

ー派 の刺客 イブ ン ・ムル ジェム （‘Ａｂｄ　ａｌ－Ｒａｈｍａｎ　ｂ．　Ｍｕｌｊｅｍ　ａｌ－Ｍａｒａｄｉ）の凶刃 に

驚れ たのであ る。 ア リーは， この後数 日間生 と死 の間をさ迷 うが，同月２１日，つ いに

他界 した。彼 の遺体 は，遺言 に従 って クーフ ァか ら程近 いナジャフに埋葬 され た。 こ
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の地 は，それ以来今 日に至 るまで，サ ーマ ッラ，カーゼマ イン，ケルベラー等 の聖地

と並んで シーア派の学問の中心地 と して，また巡礼地 と して多 くの信者 に崇め られて

きたのであ る。

　以上で述べた シーア派 の運動 は，その後紆余曲折 を経て様 々な分派が生 じることに

なる。 その中で現在最大 のグループが１２イマ ーム シーア派であ る２０）。

　 ところで， シーア派 の運動は元来 ア ラブ人 ムス リムの間 における宗教 ，政治闘争 に

端 を発す ると述 べたが，ここで このイスラームの一 派 とイ ランとの結 びつ きにつ いて

少 し触れ る必要 があ る。 イランがイス ラーム化 されたのは， ７世紀の末葉 であるが，

１４～１５世紀 に至 るまでイ ラン人の大半 はス ンニー派 に属 していた。 しか し，サフ ァヴ

ィー朝 （１５０１－１７２２） の成立 と同王朝 の宗教 ，政治政策 によ って１２イマーム派 が国教

に制定 され ることにな り，イランと同派 の結 びつ きは決定 的にな った。以来 ，イ ラン

ではイスラーム共和制体制 の今 日に至 るまで，１２イマーム派 シーア主義が国教 の位 置

を占めている。

　 さ らにイスラーム とイ ランの結びつ きに関 して非常 に興 味深 い ことは，すで にブ ワ

イ朝 （９３２－１０６２） において， ア リーの息子 ホセイン （厳密 には， 預言者マホメ ット

の娘 ファーティマか ら生 まれ た第二児） とイ ランのサーサ ーン王朝 （２２６－６４２） の最

後の王ヤズデ ギル ド皿世 の娘 が結婚 して，その結果四代 目イマームが生まれた という

考えが存在 したことであ る２１）。 つま り， この時以後のイマームには， 預言者 の家系

の血 とイラン王家 の血 とが相 混 じることにな った というので ある。 この考えは，現在

で もイラン人 ムス リムの間で真実 として 巾広 く信 じられて いる。 このよ うに， イス ラ

ームのイラン的解釈 が行なわれて きたので ある
。

　 上述 したア リーの経歴 とシーア派発生 の経緯 についての説明か ら，何故 に１２イマ ー

ム派の学者たちが異常 なまで に初代 イマ ーム ・ア リーの特異な位置を強調 して きたか

首肯で きる。そ して，彼 が預言者 マホメ ットの直接の後継者で あり，信者 の政治 ，社

会的指導者であ るばか りでな く，霊 的指導者であ るとい う主張 は，ウラマーの著述 の

中心 を占めて きたのであ る。

　 宗教学者た ちの この熱意 は，単に彼 らの机上の空論 ，高題 な知的遊戯 に終 ったので

はない。彼 らの思索 と体系化 の成果 は，彼 ら自身の説教 や職業 的説教僧 （Ｖａ’ｅの の説

２０） シー ア派全 体 の そ の 後 の 発 展 史 に 関 して は， Ｍ ａｓｈｋｔｔｒ［ｎ．ｄ．］ や ，　 Ｄ．　Ｄｏｎａｌｄｓｏｎ ［１９３３］，

　 Ｒｉｃｈａｒｄ［１９８０］な どを参 照 され た い 。

２１） ク ミーは ， ホ セ イ ンと ヤズ デギ ル ドの娘 ， シャ フル バ ー ヌー イ ェとの 間 に生 ま れ た ア リー ・

　 ア クバ ル （‘Ａｌｉ　Ａｋｂａｒ） が， ケ ル ベ ラーで 殺 害 され た とい う一 般 の人 々の考 え は誤 って い ると

　 述 べ て いる 。 この よ う に，二 入 の 結婚 は 自明 の こ と と して 取 り扱 われ て い るの で あ る ［ＱＰＭＭｆ

　 ｎ．ｄ。：１９５－１９６］ｏ
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教等を通 して，より教育レベルの低い人 々に対 して彼 らが理解 し易い用語を用いて伝

えられてきた。その一方で，一般信者の俗信や土着信仰がウラマーの解釈に逆投影さ

れ影響力を与えるなど，複雑な様相を呈しながら，アリーはムス リムの間で受け留め

られてきたのである。

　そこで，このアリーについてムスリムが具体的にどのように受け留めてきたのか，

先に行なった分類に従って検討を加えることにする。

　 ２．　 宗 教 的 エ リー ト （神 学 者 ， 伝 承 学 者 等 ） に よ る

　　　　イ マ ー ム ・ア リー像 （① 一 ａ）

　既述のよ うに， シーア主 義が存在す ることの根本 は， ア リー ・ｂ ・アビー ・ター レ

ブが預言者 マホメ ッ トか ら直接，公然 と後継者 としての承認を受けたか （ｎａ蹄 ｅ　ｊａｌｈ），

あるいは，暗黙 の うちに承認を受けたか （ｎａ蹄 ｅ　ｋｈａｆ五）， その いずれにせ よ， この承

認 に対す る絶対的信仰であ る。従 って，神学者 や伝承学者た ちが，並々な らず この点

に注意を払 ってきたことには十分 な根拠 がある。 シーア派 のウラマーに とって ，ア リ

ーが預言者 の後継者であ り，信者 の霊的指導者 であることを証明す ることは，実 に死

活 の問題であ った と言 って も過言 ではない。 こうして， ウラマ ーの著作 の中で 「イマ

ーム論」が最 も重要な部分を占め ることが理解 され，普通 それ は次の項 目につ いて行

なわれる ：

　（１） イマームが存在す ることの必然性 ，不可避牲 につ いて。 イマームであるため の

　諸条件。

　（２） ア リーは，紛 れ もな くマホメ ッ トか ら直接後継者 として の承認を得 た。

　（３） （２）の事実に もかかわ らず， 偽善者 たち （ｍｕｎａｆｅｑａｎ）がこれを無視 した ことに

　対す る批難 と攻撃。

　（４） ア リー以下１２名のイマ ームの業績 ，奇跡 に関す る伝承 ，並び にその解説 。

　（５） １２代 目 『隠れ イマーム』の再 臨 とそれ に伴 う公正 （‘ａｄｌ）の到来 と不正 （Ｚ．ｕｌｍ）２２）

　 の克服。信者た ちの救済。

　（３）及 び（５）は，本論 の主題 とは直接関係 がないので，（１），（２）及 び（４）について具体 的に

２２）イランの１２イマーム派シーア主義を論じる場合，ア ドル （‘ａｄｌ・公正）の問題は極めて重要

　 である。１２代目イマー・・ムは，世の終焉に際して，公正と公平 （ｅｎｓ５ｆ）をもたらし，信者を救済

　 すると信じられている。さらに，共同体の指導者，統治者に求められた最大の徳は公正であり，

　 その逆が不正 （ｇｕｌｍ＞であった。 後代，同派の理論において，公正の名の下に不正な統治者を

　 取り除くことが正当化されるようになる。

　　ア ドルは，イラン史における宗教，社会，政治の問題を取 り扱う際不可欠の概念であるので，

　 その社会，宗教的意味について稿を改め論 じる予定である。なお，公正の主として社会，政治

　 的意味，役割については，拙稿 ［嶋本　１９８１］を参照されたい。
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論 じることにす る。

　現代 イランの哲学者 で神 学者 ， タバ ータバーイー （‘Ａｌｌａｍａ　Ｓａｙｙｉｄ　Ｍｕｂａｍｍａｄ

耳ｕｓａｉｎ　Ｔａｂａｔａｂ乱’１） は， イマ ームが存在 しな くてはな らない理 由を次 のように説 明

している。

　 「人間 とい うものは，神 か ら授 け られ た性格上，組織 された統合体，例えば国や町 ，

村，部族等 々において，指導者がいなけれ ば成 ら立たない ことを知 って いる。 イス ラ

ームの宗教 もまた社会的 な宗 教であるか ら
，神御 自身 も預言者 も社会集団 とその指導

者，及びその後継者 の問題 に対 して大 いな る関心を持 っていた。 このようなわけで ，

イスラーム共 同体に とって指導者 （イマ ーム） は必ず存在 しなけれ ばな らず，紛れ も

な く，マホメ ッ トは自らの後継者 として ア リーを任命 したので ある」と。［ＴＡＢ且ＴＡＢλ’ｉ

ｌ９７５：１　７４－一　１　７５］

　 またマジュ リス ィー （‘Ａｌｌａｍａ　Ｍｕｈａｍｍａｄ　Ｂａｑｅｒ　ｂ．　Ｍ ｕｈａｍｍａｄ　Ｔａｑｉ　Ｍ ａｊｌｉｓｉ）

は，次 のように説明 している。［ＭＡＪｕｓｉ　ｎ．ｄ．：４１］

　 イマ ームとは， ウンマ の政治， 宗教 のみな らず， あ らゆる問題 に 関 す る指 導 者

（ｍｕｑｔａｖａ，　ｐｉｓｈｖａ）であ り，預言者 の代理 （ｎｉｙａｂａｔ），及 び後継者 （ｊａｎｅｓｈｉｎｉ）と し

て の機能を果たす。イマ ームが存在 しな くて はな らない理 由は１信者 の共 同体 は常 に

過誤を犯す傾 向があるので， これを矯正す る必要があるためで あり，イマームが シー

ア派の共同体 に送 られて いるのは神 の恵みで ある， と。 そ して， イマ ームであるた

めの資格 に関 して，細 目に渡 る条件 が述べ られて いる。それ らの中で最 も重要 な もの

は ：

　（１） イマームは，信者共同体のすべての ことについて最 もよ く知 って いる，最 も学

　識のあ る者 （ａｆｚａｌ）でな くてはな らな い，

　（２） イマームは，預言者 同様無謬性 （ｉ’ｓｍａｔ）を持 ってい ること，

　（３） 彼は，ハ ー シム家の者 でな くてはな らない，などである。

　 この他 に， 勇敢であ ること （ｓｈｕｊａ’ａｔ），完全 なる資質 （Ｓｅｆａｔ－ｅ　ｋａｍｅｌ）を保持 し，

勇気，寛容 （ｓｅｋｈａｖａｔ），男 らしさ （ｍｕｒａｖｖａｔ），慈愛 （ｋａｒｍ）を持 ってい るこ と， さ

らに盲 や癩病 など肉体的欠 陥がないこと，また嫉妬心 （ｋａｋｈａｌ）や貧欲 （ｈｅｒｓ）その他

の性 格的欠 陥がないこと，そ して奇跡を行な う能力があることな どが イマームであ る

条件 と して列挙 されている。

　以上の諸条件 を備えた イマ ームが，１２イマ ーム派では１２名 いるわ けであ るが，その

初代 目がい うまで もな くア リーなのである。従 って，第（２）点 のア リーが，神及 びマ ホ

メ ッ トか ら後継者 と しての任命 を受 けた紛れ もない信者共同体の指導者 であることを

７３７



国立民族学博物館研究報告　　１０巻３号

　 証 明す ることが必要不可欠 とな るわ けであ る。 この点 を実証 す る証拠 として ，シーア

　 派神学者 ，伝承学者 によ って四つ の事件が挙げ られて いる ［ＪＥＦＥＲＹ　 ｌ９８１：２９－３２］。

　　 第一 は，マ ホメ ッ トがイス ラームを宣教す る決意を した時，彼が親戚 ，縁者 の者 に

・ その旨を伝えた時の ことである
。預言者は，居合 わせ た人 々に対 して新 しい教えを受

　 け容 れ るよう勧めた が，わずか１０才 ばか りのア リー・一の他 は，誰一人 これに耳を貸 さな

　 か った。預言者 は， この少年 の入信 をよ しと した。

　　 第 二は，ア リーがカイバルの遠征 に出か ける際の預言者の言葉であ る。 「汝 は余か

　 ら出でて，余 は汝か ら出でた。汝 は余 の後を継 ぐ。・…・・汝 と余の関係 は，ア ロンとモ

　 ーセの関係 の如 きである。……汝 は，最後の審判に際 して，余 と最 も近 い所 におり，

　 カウサルの泉 で余 の隣…りに侍 るであろ う。……汝に敵 する者 は，余 に敵 す るので あり，

　 汝 に対す る戦 いは，余 に対す る戦 いである。……汝 は神 に対 して，余 と同 じだ けの信

　 仰を持 ってい る。汝 は，余 に至 る扉 （ｂａｂ）であ る。」

　　 第三の事件 は，イスラーム暦 ９年 ，タブーク遠征 に際 してであ る。 この時 も，マ ホ

　 メ ッ トはア リーに対 して， 「……汝 と余 の関係 は， ア ロンとモーセの関係 の如 きであ

　 る。」 と告 げた。

　　 そ して，ア リーが預言者マ ホメッ トか ら直接，公然 と後継者 に任命 された とい う主

　 張 の第四番の根 拠であ り， おそ らく最 も重要 と考え られ る の が 「ガデ ィール ・ホム

　 （Ｇｈａｄｉｒ　Ｋｈｕｍｍ）事件」であ る。従 って，この事件の経緯 につ いて，少 し詳 しく説

　 明を行 ないた い。

　　　「ガ ディール ・ホム事件」 とは， ６３２年， マ ホメッ トが 「別離 の巡 礼 （耳ｕｊｊ　ａｔ　ａｌ－

　 Ｖｅｄａ‘）」か らの帰途，ガデ ィール ・ホムという小さな池 のある場所 に立 ち寄 り，そ こ

　 でア リーを 自らの後継者 として任命 した， とシーア派信者 によ って固 く信 じられてい

　 る出来事であ る。その事件 の次第 は次の とお りである。

　　 その日はとて も暑 く，肉を地面の上 に置けば焼 けて しま うほどであった。マ ホメッ

　 トは，木陰 の下 をバ ールの木 （ｋｈａｒ）で蔽 い， そ して石を積み重 ねて説教壇を作 るこ

　 と， さらに被せ物 （ｊａｍｅ‘）をその上 にかぶせ るよう， マグダー ド （Ｍ ａｇｄａｄ）， サル

　 マー ン （Ｓａｌｍａｎ）， アブー ・ザ ッル （ＡｂＵ　Ｄｈａｒｒ）及び アナール （Ａｎａｒ）といった教

　 友 に命 じた。 そ して，預言者 は設定 された壇上 に登 り， ア リーの腕 をとって高 く挙 げ

　 て言 った。 「ア リー ・ｂ ・アビー ・ター レブは，私の兄弟であ り，私 の代理人 （Ｋｈａ－

　 ｌｉｆｅｈ）であり，イマームであ る。私 の後，彼は私のすべての知識を獲得 した。」 さらに

　 引 き続 いて次の有名な言葉 を述べた，「私がその者 のマ ウラー （ｍａｗｌａ）２３）であ る者 は

　 誰 で も，ア リーがその者 のマ ウラーであ る。神 は，彼を愛す る者 を愛 され，彼を憎 む
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者を憎まれる。 彼を援 助す る者 を援助せ よ。 そ して，彼 に従 う者 に従え。」 ［Ｍ ＡＪＬＩｓｉ

ｎ．ｄ．：１１２－ｌｌ３］

　 この伝承 の内容 は，ス ンニー， シーア両 派のハデ ィースに記録 されており， おそ ら

く史実であろ う２４）。 しか し，両者の間に解釈 の相違 があることは言 うまでもな い。ス

ンニ ー派は，これがマホメ ッ トによるア リーを直接後継者 と して認定す る事件 とは見

倣 さな い。

　 このよ うに， シーア派の信者 にとって，マホメ ッ トの直接 の後継者 は，ア リーに先

立つ三人 のカ リフではな く，ア リーその人であ る。従 って，三人のカ リフは，彼 の権

力，権威 の纂奪者で あると考え るのである。

　すで に述べたように， シーア派 の宗教的工一 トスの最 も重要な部分 として，ア リー

に対す る絶対的帰依 という原則 が存在 した。 この原則は，単 なる信者共 同体 の宗教 ，

政治的指導者 という枠を越 えて，後代 ア リーを超 人，あるいは半神格化 された人物 と

い う次元 にまで拡大 され ることになる。 この点で興 味深 いのが 「原初 の光」 をめ ぐる

議論であ ろう。つ まり，人類の創造 の初め に神か らアダムに与え られた神 的な光 の本

質 は，彼以降の諸預言者 に次 々と伝え られてい った。そ して， この光がマホメ ッ トと

ア リーの共通の祖父 （ｉ．ｅ．‘Ａｂｄ　ａｌ－Ｍｕｔｔａｌｅｂ， 表 １参照） の腰 に達 した時，それは二

つに分裂 した。つま り，一方は預言者 の父 アブ ドッラーに，他の半分はア リーの父 ア

ビー ・タ ー レブに入 ったのであ る。 この後， アビー ・ター レブに入 った 「原初 の光」

は， ア リーを通 じて １１人 のイマームに相次 いで引き継 がれてゆ くので ある （表 ２）。

この神的 「原初の光」 は，イマ ームをイマ ームた らしめ る本質的性格を賦与 す るもの

２３）マウラー一一はアラビア語であり，コーランにおいては，信者の保護者としての神を意味して用

　いられる。歴史的には，イスラームの発展に伴う征服戦争の過程で解放された捕虜は自由人と

　なるのではなく，分配された旧所有者のマウラーとされた。このように，被護民をマウラーと

　呼ぶ一方，保護者に対 してもこの語が用いられた。本論で用いた用法が保護者の意味であるこ

　とは明らかである。 さらに詳しい語源，用法については，Ｍａｊｌｉｓｉ［ｎ．ｄ．：１２６－１２７］を参照され

　たい。

２４）例えば，シーア派のものとしては，Ｓｈａｙｋｈ　ａｌ・Ｍｕｆｉｄ［１９８１：１１９－１２７］がある。 また，スン

　ニー派の伝承として，　Ａｌ－Ｂａｇｈａｗｉ［ｎ。ｄ．：１３４２－１３４３］を挙げることができる。後者においては ：

　　　 「Ａｌ－Ｂａｒ互’ｂ．‘Ａｚｉｂと Ｚａｉｄ　ｂ．　Ａｒｇａｍ は，次のように語った。神の使徒が，ホムの水溜

　　　まりに着いた時，アリーの手を取って居合わせた人々に尋ねた。 『汝らは，余が信者たち

　　　自身以上に彼らに近いということを知らないのか』。 すると彼らは答えた， 『知っていま

　　　す』と。 そして，また彼は尋ねた，『汝らは，余がすべての信者自身以上にその者に近い

　　　ということを知らないのか』と。 彼らは答えた，『知っています』と。 そして，彼は言っ

　　　た，『おお神よ，私がその者の保護者である者は，アリーがその者の保護者である。おお

　　　神よ， 彼に友好的である者と友好的であれ，そ して敵対する者に対して敵対せよ』

　　　このことがあって後， オマルはアリーに出会って言 った， 『おめでとう，アビー ・ターレ

　　　ブの息子よ。朝も夜も，汝はすべての信仰を持つ男女の保護者である』と。」

　　このように，スンニー派ではアリーは単なる 「保護者」であって，何ら特別な霊的意味を与

　えていない印象を受ける。
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表２ ア リ ー の 家 系 図

出典 　 ［Ｍ ＡＳＨＫＵＲ　 ｎ．ｄ．］によ る 。



嶋本　　１２イマーム派 シーア主義におけるイマーム ・ア リーの位置につい て

で あり，一般 の人 々を遙 かに凌駕 した霊的能力の根源 となる ものであ る２５）。

　 この議論 は，簡単に言 えば，神与 の光源 がマホメ ットとア リーの間で算術的 に均等

に二等分 された とい うことで あり，神知能力 においてア リー とその後継者（イマーム）

が，預言者マ ホメ ットと勝 らず とも劣 らない レベル に達 してい るという主張 に他な ら

ない２６）。

　 ア リーとその後 のイマ ームの神知能力 と霊力を強調す る傾向は さらに進み， マジュ

リス ィー （１７世紀末） においては，ア リーがマホメ ッ トに勝 る霊的影響力 を持 つかの

ように提示 されるようにな った２７）。

　 いずれ にせ よ，マホメ ッ トによ って直接後継者 に任命 され たア リーは， シーア派の

信者 にとって聖人 であ り，武 勇の人 であ り，超人的能力 の所有者で ある。彼 の高 い倫

理性，道徳性 については，彼の説教 （ｋｈａｔａｂｅｈ）や書簡集 であ るナフジュル ・バ ラー

カ （Ｎａｈｊ　ａｌ－Ｂａｌａｇｈａ）に詳 しく記録 されてい る。 また，彼 の武勇， 奇跡 にまつわ る

伝承が ，今 日まで伝承学者 によ って数多 く残 されている。

　例 えば，カイバルの戦 いにおいて，それを運 ぶのに５０人以 上の人力を要す る重量の

巨大 な砦 の扉を， ア リーがた った一人で 持 ち上げて地面 の 上 に 置 い た 話 ［ＳＨＡＹＫＨ

ＡレＭ ｕＦｉＤ　 ｌ　９８１：２５１－２５２］， また， 彼 の名刀 ズール ・ファカール （ＤｈＵ　ａｌ－Ｆａｑａｒ

２５） 「原初の光」説に関しては，Ｅｌｉａｓｈ［１９６９：２４－２５】や Ｇｏｌｄｚｉｈｅｒ［１９８１：１８３－１８４］その他に

　おいて，紹介，検討されている。

２６）その他，例えば，Ｓｈａｙｋｈ　ａｌ。Ｍｕｆｉｄ［１９８１：２３５－２３６］がある。

２７）マジュリスィーは，吻 δ彦泌ｑμ励 において，次のように述べている。

　　　 「ミラージュの夜，マホメットは次のように宣言 したと言われている。つまり，至高の神

　　　は，私に過去の預言者たちに対して，どうして彼らがあれ程の高い位に上げられたのかを

　　　問うように命じられた。すると，彼らは，自分たちが高 く上げられたのは汝 （ｉ・ｅ．マホメ

　　　 ット）の持つ預言者の地位とア リー・ｂ・アビー ・ターレブのイマームたるゆえんである，

　　　さらに汝の子孫の諸イマームたちのゆえんである，と答えた。その時，神の声は命 じた，

　　　最上天の右側を見よ，と。私は眺め見て，アリー，ハサン，ホセイン…… （中略，十二名

　　　のイマームの名前）……の似姿を見た。彼らはすべて，光の海の中で祈 りを行なっていた。

　　　至高の神は仰せられた，これらの者は，みな余の証明であり，代理人，友人である。そし

　　　て，彼らの最後の者は，余の敵に対 して報復を行なうであろう，と。

　　　　預言者はさらに言 った。自分が天に昇った （ミラージュ）時，天使たちが余り事細かに

　　　アリーについて問うので，私は，アリーが天においては自分以上に知られていると結論し

　　　始めるようになった。さらに続けて預言者が言うには，私が第四天に到着した時，私は死

　　　の天使を見た。 彼は言 った，自分の仕事は，汝 （Ｌｅ・マホメット）とアリーの魂を除くす

　　　べての人の魂を取ることである，と。汝の魂は，至高の神が自らの力で取り去られるであ

　　　ろう。さらに，私 （マホメット）が最上天に来た時，そこにアリー ・ｂ・アビー ・ターレ

　　　ブが立っているのを見た。それで，私は彼に言った，おおアリーよ，汝は私より先にここ

　　　に来たのか，と。 すると，天使ガブリエルが言った，汝 （ｉ・ｅ・マホメット）は，誰に話か

　　　けているのか，と。私が，我が兄弟ア リーに対してである，と答えると，天使は，これは

　　　 アリーではなく，慈愛の神の天使である。神は，これをアリーに似せて作られたのだ，そ

　　　 して我々の中で神に近づく特権を与えられたものが，アリーを眺めたいと願う時，この天

　　　使を訪れるのである，……」［ＤｏＮＡＬＤｓｏＮ　ｌ９３３：５２］。
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「脊椎の持主」 の義） は，多 くの神話 的伝承を生 んだ。 もともとこの刀は，パ ドル の

戦 いで敵か ら奪 い取 った ものであ るが，マホメ ットによ ってア リーに授 け られ た。そ

の切れ味は見事 な もので，馬上 の敵 の体を真二つに切 り，「下半身がまだ馬上 にあるの

に，上体は大地 を転 がる」有様であ った， と言われ る ［ＤｏＮＡＬＤｓｏＮ　ｌ９３３：４４］（後

述図 １，ア リー像 を参照）。

　 さらに， マホメ ッ トの一行 があ る部族 を平定す る途次 ， 荒れ た漢谷 にさ しか か っ

た。 その渓谷 には， ジン，悪霊 どもが教友 の一行を防害 ，眩惑 しよ うと策 謀を練 って

いた。マ ホメッ トは，ア リーに一団の者 と共 にジンを退 治す るように命 じた。彼 に同

行 した者は，余 りの恐 ろ しさに地に足 がつ かぬ状態 であ ったが， ア リーは，ア ッラー

の御名を唱えなが ら歩を進めたので，ジ ンどもは縮 み上 が って しま った とい うことで

ある ［ＳＨＡＹＫＨ　ＡレＭｕＦｉＤ　 ｌ９８１：２５６－２５８］。 この他 ，彼 は魚 に話 しかけることがで

きた等 ［ＳＨＡＹＫＨ　ＡＬ－ＭｕＦｉＤ　 ｌ９８１：２６３］， ア リーの超能力，奇跡に関する伝承 は多

い。

　以上で紹介 した幾つかの伝承の全体 としての特徴は，高い道徳性，武人 としての能

力，超越的，魔ｉ術的能力など，完壁な人間，あるいは，超人 （半神 ？）としてア リー

を提示 しようとする点にある。

　これらの神話的伝承は，後述する一般信者の日常生活 レベルでのアリー像と密接に

結びついていることが推察できる。従って，エリー ト宗教家の著作が一般信者の宗教

とは無縁であるという議論には疑問の余地がある。逆に，ζこで注意を喚起 したいこ

とは，以上の宗教的知識人によって構築されたイマーム ・アリー像は，知識人の信仰

心や敬慶な想像力を駆使 した結果生まれたものであって，決 して彼 らの知的遊戯の産

物 として提示 されたのではない，ということである。

　このイマーム像は，彼 らの信心の所産として生まれたこと，次いで様々な手段を用

いて一般信者に対 しても影響力を与えてきた点は重要である。この意味で，例えば説

教僧 （Ｖａ’ｅζ）の果たす役割に注意を払 う必要がある。 彼らは， 日常生活の幾多の機

会を利用 して，難解な教義の内容を平易に，一般信者の言葉 と用語を用いて解説を行

なってきたのである２８）。

　 しか しながら，総 じて，宗教的知識人のアリーに対する接近方法は，極めて思弁的

であり，宗教的シンボルの解釈に際して独特な立場を堅持することは明らかである。

２８）説教僧が一般民衆に対して，政治的煽動，あるいは宗教，社会，政治思想の教化を行ない活

　躍 した一例として，拙稿 ［嶋本　１９８１］を参照されたい。
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嶋本　 １２イマーム派シーア主義 におけるイマーム ・ア リーの位置にっいて

３， 世 俗 的 知 識 人 に よ る イ マ ー・・一・・ム ・ア リー 像 （① 一 ｂ）

　 ウラマーのグループに対 して，職業的宗教家 ではな いが，世俗 的高等教育を受け，

しか もイス ラームに対 して重大 な関心 を持 つ知識人 ムス リムのイマーム ・ア リー像 は，

上述の人々の ものとは多 くの点 で異な って いる。彼 らの中 には， ヨーロ ッパや アメ リ

カで教育を受 けた り，あ るいはその影響の下 にあ る人 々が多 く，思考の様 々な レベル

で西洋の合理主義 およびそれを基礎 に して生 まれた概念や価値観の影響 が顕著 であ る。

しか し，その一方 で，旧来のイス ラーム的価値を重視 し，それ に再評価 ，あるいは再

解釈を試み る点 にこのグル ープの特徴 がある。

　 このグル ープ と同様 の傾向を持つ人 々の雛型 は，すでに立憲革命期（１９０５－１９１１年）

に見 られ る。 しか し， 資料の豊富 さ， 及 び印象が鮮 明であ るとい う意味で， １９７８－一一

１９７９年 のイス ラーム共和革命 に恰好の事例 を見 出す ことがで きる。革命期 間中，また

それ以前か ら多 くの民衆指導者 によ って数知 れな い説教 ，講演 が行なわれたが，その

中 に幾つかのア リーを取 り扱 った興味深い講演 があるためであ る。 そ して， このよ う

な世俗 的傾向を持つムス リム指導者の代表 として挙げ ることができるのが，バ ーザル

ガ ー ン （Ｍ ｅｈｄｉ　Ｂａｚａｒｇａｎ）とシャリアテ ィー （‘Ａｌｉ　Ｓｈａｒｉ’ａｔｉ）であ る。

　 二人は，テヘランにあ った 「ホセイニエ ・イル シャー ド」 とい う教育機関 において，

大学生や一般知識人 を対象 とす る数多 くの講演を行 ない，いわゆ るイ ンテ リの糾合，

統合 に甚大な影響力 を振 った ことはよ く知 られている。特 にシャ リアテ ィーは， その

雄弁 さと博識 さ らに革命運動半 ばに して急死 した ことによっていわば 「神話化」 さ

れた結果，革命 中ホメイニー師 と並ぶ今一つ のシンボル として，知識人 を中心 とす る

人 々の間 に絶大な人気 を博 して いた。

　 彼 は講演の中で，ア リーを現代的に解釈す る試みを行 な っている。彼はア リーの生

涯 を（１）教化の時代（マ ホメ ットのそばにいて イス ラームの基礎 について学習 した時代），

（２）統合 の時代 （三人のカ リフの時代で，ア リーが沈黙 し，忍耐 した内的統合の時代），

（３）公正 の時代 （彼がカ リフであった理想 の時代） に分類 して， これをイラン社会 の発

展になぞ らえて説明を行な っている［ＳＨＡＲｉ’ＡＴｉ　ｎ．ｄ．３］。

　 また， 『ア リーは孤独 である』 の講演 において は，一般 の人々による感情 的， 無 定

見な ア リー崇拝 を戒め，誤解されて孤独な ア リーに理性 の目を以 って接 し，彼 の立場

を理解す るよ う勧 めている ［ＳＨＡＲｉ’ＡＴｉ　ｎ．ｄ．２］。 『ア リー， 彼の死後』では， 現代

社会 においては， 文 明， 経済， 技術の分野では著 しい発展が見 られるものの， 知性

（ｍａ’ｎａｖｉｙａｔｔ）において立 ち遅 れている， この意味で現代 という時代 こそ，ア リーの

真 の意味を知 る必要 がある時代であると して，ア リーの真 の使命 は，彼 の死後 に一層
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重要 とな った と主張 して いる。 そ して， ア リーを知的， 社会的， 人間的知性 の典型

と して把握 し， 彼によって開始 された シーア派の真髄を現代 に合致 した形 で， 社会

的，政治的に理解 してゆ くことの必要性を説いている。 また，そのためにたとい世の

人 々を敵にまわ しても，真 理について発言せず黙 していて はな らな い， と戒 めている

［ＳＨＡＲｉ’ＡＴｉ　ｎ．ｄ．１］。

　 しか し， シャ リアティーの議論 は， しば しば散慢であ り，整合性を欠 く傾 向がある

ため， ここではバーザルガ ーンの講演 の一つ 『ア リー とイスラーム』 に見 られ る論点

を詳 しく紹介 し， 世俗的知識人 グループによるア リー像 を眺めてみたい ［ＢＡＺＡＲＧλＮ

ｌ９７８］。

　バ ーザルガー ンの講演 に見 られ るア リー像を整理すれば，次 のようにな る ：

　（１） ア リーは，廉直の人物であ り，高 い存在の秘密 を知 った人物であ るが，同時 に

　 この地上の人物 でもある。彼 は，行動力 と影響力を持 ち，同時 にそれを結 実させ る

　人物であ った。

　（２） ア リーは，敬凄で禁欲 的な人物 であった。 しか し，彼 は同時に最 も行動 し，影

　響力を振 った人物 であった。マスジ ェドで祈 り，神 に語 りか けたが，決 して人間の

　 ことを忘却 していたのではない。彼 は，神 にも顔を向け，人 にも顔を向けていた。

　（３） ア リーは雄弁家であ ったが，単 なる雄弁家ではなかった。 フェル ドゥー シーや

　サ ァデ ィー，あるいはヴォルテールなどは，雄弁家ではあって も行動が伴わず，ま

　たサ ッタール ・ハ ーンやナーデ ィル ・シャー２９）は，行動力を持 っていたが雄 弁家で

　 はなか った。 これに対 して，ア リーは雄弁 さにおいて比類 な く，勇気 と果敢 さにお

　 いて誰 にもひけを とらなか った。

　（４） ア リーは，戦 いにおいて勇敢 であ り，まさに神 の獅子 であった。

　（５） 人間の徳性 は，勇気 と洞察力 （ｂａｓｉｒａｔ）， なかんず く公正 （‘ａｄａｌａｔ）であ る。ア

　 リーは これ らを体現 して いた。

　（６） ア リーはまた，単 に勇気のあ る人物 ではなか った。 彼は，不正 ＠ｕｌｍ）に泣 く

　人 々に同情で きる人物であ った。彼 は，血 も涙 も通 った人物 なのであ る。

　（７） ア リーは，単 なる宗教 の人 （ｍａｒｄ－ｅ　ｍｅｈｒａｂ）ではなか った。彼 は単独で生 き

　 た人物で はな く，人々と共 に生 き，人 々の上 に （指導者 として）立つ ことので きる

２９）フェル ドゥーシーは，イラン人の間で計り知れない影響力を持つ民族叙事詩 「王書」の作者，

　またサァディーは，イラン南部に位置するシーラーズの町を中心に活躍した詩人である。教訓

　的な詩で人々に親 しまれている。サッタール ・ハーンは，立憲革命期のタブリーズ市における

　民衆指導者，さらに，ナーディル ・シャーは，アフシャール朝 （１７３６－１７９５）の開祖で，イラ

　ンを領土的に拡張した武人として知 られている。
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　人物であ った。そ して，民主主義の考 えを持 った人物であ った。

　（８） ア リーは，人類 と人間性 （ｂａｓｈａｒｉｙａｔ　ｖａ　Ｅｎｓａｎｉｙａｔ）の模範 であった。

以上の ように，ア リーにつ いて事細 かに説明 した後，バーザルガー ンは，次 のよ う

に結論す る ：

　 「イス ラー ムは ア リーを もた らし， 彼 は神 の子 で あ り， 神 の 力 の顕 現 で あ った 。 ア リー と

い う個 人 は， イス ラー ムの 真理 と偉 大 さ と創 造 力 の証 しで あ った。 … … ア リー は普 遍 的で あ

り， イス ラー ム も普 遍 的で あ る。 彼 は神 の人 で あ り， ま た神 の 創造 物 で あ り， この世 の人 で

もあ った の で あ る。」 ［ＢＡＺＡＲＧＡＮ　ｎ．ｄ．：ｐｐ．１２－１３］

　世俗的ムス リム知識人の代表であるこの二人の人物に共通した特徴 として，次の諸

点を挙げることができるであろう。第一 に，バーザルガーンもシャリアティーも共に

職業的宗教学者ではな く，世俗的教育を受けた知識人を代表する人たちであり，彼 ら

の聴衆は，何 らかの高等教育を受けた人 々であった点を指摘できる。彼 らは，宗教学

者による伝統的な宗教的なシンボルの解釈から離脱 して，何 らかの独 自の解釈を施そ

うとしている。第二は，彼らが初代イマーム ・ア リーを論 じる際，一般の人々の間に

存在す る 「超人的」，　 あるいは 「半神格化」されたア リー像が自明の前提 として取り

扱われている点である。 「ガディール ・ホム事件」や 「鉄の扉の奇跡」などが，繰り

返し二人の口から発せ られている。この事実は，これらの神話的要素が批判的に受け

入れられようと，あるいは肯定されようと，イランにおけるシーア主義の伝統の深さ

を傍証す るものである。同時に，宗教的 シンボルの持つ可塑性を知る上で極めて重要

である。つまり，イランにおけるシーア派イスラームの伝統の中で，アリーという人

物は，何 らかの形で絶対多数の人々の間で受容 され，影響力を持っているわけである

が，それを解釈する人々によって生 じて くるイメージは千差万別である。このシンボ

ルを，バーザルガーンや シャリアティーのように現代的に解釈することもできれば，

神学者のように伝統的な方法で理解することも可能である。また，後述するように，

一般の信者のような直感的，感性的把握を行なうこともできるのである。こうして，

アリーやその他の宗教的 シンボルが，世俗的ムス リムによって新たなイデオロギー，

行動の原理を形成す る媒介として利用された点を看過することはできない。

　第三は，両者に共通 して， 「半神格化」されたアリー像をそのまま受容するのでは

なく，むしろ一般の人々の間に流布する消極的で，現実の諸問題から乖離 したア リー

像を批判 している点である。その批判において，現実の革命運動の波が高揚する中で，

アリーを 「行動の人」 と提示することによって，聴衆に対 して行動の必要性を説 く手

段としているのである。

　彼 らの講演に見 られる特徴の最後として，以上の現代的解釈，あるいは合理化の過
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程 において ，旧来 のイス ラームの重要な概念 （例えば，「公 正 （‘ａｄｌ）」や 「不正 （Ｚ．ｕｌｍ）」）

と共 に， ヨーロ ッパの新 しい概念 （民主主義 や進化論な ど） を用 いて説明を行 な って

いる点 を指摘す ることがで きる。聴衆の中に学生及びその他 の世俗的教育を受 けた知

識人が多数 を占めていた事 実を考慮 に入れれば，この傾向は自然 である。 さらに注 目

すべ きことは，バ ーザルガー ンも シャ リアテ ィーも共 に，イス ラームの諸価値を全 面

的 に否定 していない （で きない）点で あり，旧来の価値 と新 しい価値 とを何 らかの形

で統合， ない しは融合す ることによって， 独 自の 価値の 体系 を構築 しようと してい

る。それが成功 したか どうかは別 と して， イ ランにお けるイス ラーム近代主義 （Ｍ ｏ－

ｄｅｒｎｉｓｍ （Ｅ））を考察す る場合，以 上の諸点 か ら彼 らの役割 を評価す る必要があろ う。

４．　 一 般 信 者 の イ マ ー ム ・ア リー像 （② ）

　 冒頭で行 な った 『ムス リム』 の分類 の最後のグループ，一般信者 によるア リー像 に

顕著 に見 られる特徴 と して，様々な俗信的要素，及 び土着的要素が濃厚 であり，宗教

感情の表現 が しば しば極端 にまで露骨で ある点を指摘す ることがで きる。特 に，受難

劇 （タ ァジーエ） に観察で きる強烈 な宗教感情の息吹 きは，恰好の例であろ う３０｝。

　 ところで，イ ラン人 の宗教的年 中行事 の一覧表 （表 ３参照） を一瞥 して気づ くこと

は，新年 （ノウ ・ルーズ）を別にすれば，大多数 の重要 な行事が， イマームあるいは

イマームと何 らかの関連を持つ人物に起縁 がある点 であ る。本論の主題 に従 って，ア

リーに因む行事 を列挙すれ ば次の とお りである ：

　（１） ラジャブ月１３日，ア リーの誕生 日。

　（２） シャバ ーン月１５日，ア リー と フ ァーティマ （マ ホメ ッ トの娘） の 結 婚 記 念 日

３０）タァジーエは， その性格上，二種類に分類することがで きる。 一つは，舞台 （タキーエ

　ｔａｋｉｅｈ）上で演じられる一種の舞台芸術として発展したイマーム ・ホセインの受難劇であり，

　他は一般の熱狂的信者の参加によって特徴づけられる市街地域における行進である。民衆の宗

　教的熱情が最も熾烈に，かつ露骨に表われるのが後者であることは言うまでもない。

　　ムハ ッラム月の１０日 （アシュラー，紀元６８０年のこの日，イマーム ・ホセインが殉教した），

　１３才から４０才くらいの壮健で，熱心な男子信者は，早朝よりモスクの前に集合する。彼 らは頭

　には何も被らず，身には純白のくるぶしまで達する上着を着用する。各人は，右手に短刀を持

　ち，左手は前の人の腰に置く姿勢で隊列を組み，行進を行なう。

　　先導の者が，「アッラーは大いなる唯一の神，マホメットは，その使徒なり。そ して，アリ

　ーは，その代理人なり。」とシーア派の信仰告白 （シャハーダ）を唱えると， これを合図に，

　彼は自らの額を短刀で切りつける。すると，従う者たちもいっせいにその行為に倣うのである。

　たちまち，若者たちの額からほと走り出た鮮血が，純白の衣服に飛び散 り，一点のしみもない

　布を真紅に染め上げる。 これに勢いを得た若者たちは，「ハサン， ホセイン」と大声で叫びな

　がら街路を行進する。彼 らの通り抜けた路上には，血の跡が果てしなく続 くという戦懐を覚え

　させる光景が繰り広げられるのである。

　　多量の出血のために生命を失う事態もしばしば起こったが，この行為によって生命を失った

　者は，そのまま天国へ行くことができると信 じられていた。
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表 ３ イ ラ ン の 宗 教 行 事 の 暦

月 １
日

モ ハ ッ ラ ム

サ フ ァ ル

ラ ビ ー ・ア ル ・ア ッ

ヴ ァ ル

ラ ビ ー ・ア ル ・ア ー
ノ、ノレ

ジ ョマ ー デ イ ・ア ル
・ア ッ ヴ ァル

ジ ヨマ ー デ イ ー ・ア

ル ・ア ー ハ ル

ラ ジ ャ ブ

シ ヤ バ ー ン

ラ マ ザ ー ン

シ ヤ ヴ ァ ー ル

ズ ー ル ・カ ダ ー

ズ ー ル ・ヘ ツ ジ ヤ

　１

１０

１２

　１

　３

　７

１７

　５

　８

１２

１４

１５

　４

　４

１５

　３

２０

　１

　２

１３

２７

　３

１５

〃

〃

　１

　２

１５

１８

２１

２４

２７

　１

　４

１２

２５

１１

１Ｑ

１３

行 事

喪 の 開始

ア シ ュ ラー，三 代 目 イ マー ム ・ホ セ イ ンの殉 教 記念 日 （タ

ァジー エの 行 進 ）

４代 目イ マ ーム ， ザ イ ヌル ア ー ベデ ィー ンの 命 日

ア リー と ム アー ウ ィアの 戦 い

５代 目イ マ ーム ， ムハ ンマ ド ・バ ー ケ ル の誕 生 日

７代 目イ マ ー ム， ム ー サー ・カ ーゼ ムの誕 生 日

８代 目 イマ ー ム， ア リー ・レザ ーの 殉 教＊

３代 目 イマ ー ム， ホセ イ ンの 誕生 日＊

１１代 目イ マ ー ム， ハ サ ン ・アス カ リーの命 日

マ ホ メ ッ トの誕 生 日

ア ブ ー ・バ クル が カ リフ にな る

ホセ イ ンを殺 害 した ヤズ ィ ー ドの死

ハ サ ン ・アス カ リー の 誕生 日

２代 目 イマ ー ム ，ハ サ ンの命 日

ザ イ ヌル ・ア ー ベデ ィー ンの 誕 生 日

ア リーの 妻 フ ァー テ ィマ の命 日＊

フ ァー テ ィマ の誕 生 日＊

ムハ ンマ ド ・バ ー ケ ルの 誕生 日＊

１０代 目イ マ ーム ， ア リー ・ハ ーデ ィー （ア リー ・ナギ ー）

の 誕 生 日

ア リー の誕 生 日

ミラー ジ ュ （マ ホ メ ッ トの 第七 天 へ の旅 ）

ホ セ イ ンの誕 生 日＊

フ ァー テ ィマの 誕生 日＊

ア リー と フ ァー テ ィマ の結 婚 記念 日

１２代 目イ マ ー ム， ム ハ ンマ ドの 誕生 日

断食 月 の 開始

フ ァーテ ィマの 命 日＊

ハ サ ンと ９代 目 イ マ ー ム， ムハ ンマ ド ・ジ ャ ワー ド （タ キ

ー ） の誕 生 日

ア リーが 凶 刃 に弊 れ る

ア リーの 命 日

イマ ー ム ・ア リー ・レザ ー の殉 教 ＊

ア リーの 暗 殺者 ， イ ブ ン ・ム ル ジ ェム の処 刑

フ ィ トル又 は ウル ジ ュ ・バ イ ラム祭 （断食 明 け の祭 ）

１２代 目 イ マ ーム の 「お隠 れ 」

マ ホメ ッ トが月 を 打つ

６代 目イ マ ーム ， ジ ァフ ァル サ ーデ ィクの 殉 教

イ マー ム ・レザ ー の誕 生 日

コ ルバ ー ン ・バ イ ラム （犠 牲祭 ）

ア リーが カ リフ に就任 す る
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月 日 行 事

１８

２５

２６

マホメットがアリーを後継者に任命する （ガディール ・ホ

ムの記念日）

ハタム ・パフシュの祭

オマルの命 日 （道化の芝居が行なわれる）

＊これらの行事は，伝承の相異によって，二度割り当てられている。

　本暦は，［ＷＩＬＳＯＮ　１９７３］に若干手を加えて作製 した。

　 （同 日は，１２代 目イマーム 「マ フデ ィー」 の誕生 日にも当た る）３１）。

（３） ラマザー ン月　１８－２１日，ア リーが刺客 に討 たれ，生 と死 の間をさ迷 った期 間で，

　服喪 の期間であ る。

　（４） 同月２７日，ア リーの殺 害者 イブ ン ・ムル ジェムの処刑記念 日，一変 して人 々は

　祝賀 を行な う。

　（５） ズール ・ヘ ッジャ月１３日，ア リーがカ リフに就任 した日。

　（６） 同月１８日， ア リーが，ガデ ィール ・ホムでマホメ ッ トによって後継者 に任命 さ

　れた記念 日。 「セイエ ドの 日」 と呼 ばれ る。 また， この 日人 々は兄弟の契約 を互 い

　 に結 んだ ［Ｍ Ａｓｓ丘 １９３８：１３７－１３９］。

　 このよ うに，イラ ン人の 日常生 活の中で重要 な部分を占める年間行事 において，ア

リーにまつわる行事 が多 いことが分か る。

　 この他 に もア リーと結びつ いた俗信 の類 は多 い。ア リー とジ ンの関係 については既

に触れたが （Ｐ．７４２），彼が悪霊 （ｄｉｖ）をムス リムに改宗 させた り，また彼の護符 を作

ってそれを身 に帯 びた者 は， もはや悪霊 に襲われ ることはない， という信仰 も あ る

［ＤｏＮＡＬＤｓｏＮ　１９７３：４３］。 さらに， マ シュハ ド近郊では，人 々が ピクニ ックに出か

けた時，川岸 か らそびえ立つ切 り立 った岩 山を眺 めて，それがア リーの伝説 の名刀ズ

ール ・ファカルによって切 り取 られたのだ として
，彼の勇武 に思 いを馳せ るという報

告 があ る ［ＤｏＮＡＬＤｓｏＮ　１９７３：６０］。 また，同地方 の温泉 場においては，かつて ア リ

ーが この地 を訪 れ，そこで祈 りを行な った と言 われてお り
，その時残 した膝の跡が今

も残 っていて，訪 れる人 々に崇め られてい る ［ＤｏＮＡＬＤｓｏＮ　 １９７３：１４９］。

　 この他，人 々がア リーを初 めとす る１２人のイマームの名 にあやか って新生児 に命名

３１）この日は，また１２代目イマームの誕生日にも当たるので，盛大な祝いが行なわれる。人々は，

　爆竹，花火などを鳴らしてこの日を祝う。ただ，主体となるのは，アリーとファーティマの結

　婚記念であるより，「隠れイマーム」の誕生 日であるとのこと，東京外国語大学アジア ・アフ

　 リカ言語文化研究所上岡弘二先生より御教示を受けた。

　　なお，１２代目イマームの誕生日に関する伝承については，Ｓａｃｈｅｄｉｎａ［１９８１＝７２－７４］に詳 し

　 い。
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することによって，イマームの加護と祝福を願 うというのも，一般信徒の日常生活 レ

ベルにおけるイマーム崇拝の一例であろう。

　さらに付言すれば，本稿でたびたび言及したタァジーエは，一般信者の宗教的情熱

が最も生のまま発現する好例 として，注目すべき宗教 ・社会現象である。この興味深

い行事は， しばしば三代目イマーム ・ホセインの殉教がそのモティーフのすべてであ

るかのように強調されるが，タァジーエのシナリオなどを検討すると，ア リーとその

一族の悲運が最大のテーマであって，ホセインの殉教は，そのクライマ ックスである

ことが分かる３２）。

　 このように，様々な形でア リーは一般の信者の間で受け容れられている。その特徴

は，概 して，思弁性，合理性に基づ く整合性を欠 き，土着信仰や俗信の要素が多い点

である。そして，生のままの宗教感情が，露骨に表現されている場合が多いと言える。

高等教育を受け，世俗的価値に最大の信頼を置く現代人の冷ややかな観察に従えば，

あるいは愚とも映 るこれ らの慣習とそれに基礎を置 く行動は，多数の信者にとって，

自らの実存の喜悦 と悲哀を表現するのに最もふさわしい手段なのである。

Ｉｖ． 結 語

　以上において，イラン人ムスリムの間で観察できるイマーム ・アリー像について考

察を行なった。ここで取り挙げた三つのグループ相互の間には，ア リーを理解する方

法に明白な相異が存在することを示 したが，それらが互いに排斥し合 っていることを

示すことは，本論の意図ではない。むしろ逆に，これらのグループの間にある多 くの

重なり合い，影響を与え合う複雑な現実を認識することが肝要である。

　例えば，聖地への巡礼やイマームザーデ３３）への参詣，ならびにアリーを神格化 して

把握する傾向は，すべてのムスリムに多かれ少なかれ観察できる。さらに，別表で示

した宗教的年中行事には，一般信徒のみならず，宗教学者や世俗的知識人も参加 して

きたのである。

　 この他，宗教的知識人，及び世俗的知識人の側から一般の信者への働きかけ（教化）

も盛んに行なわれてきた。具体的には，職業的説教僧が，高逼なイスラームの教義を

３２）タァジーエのシナリオに関しては，Ｐｅｌｌｙ［１８７９］や Ｈｕｍａｙｆｉｎｉ　［ｎ．ｄ．］などを参照されたい。

３３）イマームザーデ （ｌｍ５ｍ　ｚ記ｅｈ）とは， イマームから生まれた者の義で， イマームの子孫を

　意味する。また，そのように信じられた人々の聖廟や聖所をさす。ここでは，後者の意味で用

　いているが，イラン最大級の巡礼地マシュハ ドやコムもイマームザーデであり，地方でしか通

　用しない小規模なものもある。
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藷繍
図 １　 ア リー 像 ；手 に持 って い る の が幻 の 名 刀ズ ー

　 　 ル ・フ ァカ ー ルで あ る ［ＯＹＴＡＮ　 １９５５】。

無学な一般 の信者 に理解 し易 く解説

を行な った り，また，バ ーザルガー

ンや シャ リアテ ィーの聴衆が，職場

や学校，バーザ ール，家庭等 の場 に

おいて，講演の内容をよ り教 育 レベ

ルの低 い人 々に説 明を行 なった と推

察す ることは容易であ る。 このよ う

に して，思弁 的なア リー像は，少 し

ずつ形を変えなが ら， 巾広 く人 々に

伝え られてい ったので ある。

　 これ とは逆に，一般信 徒の土着的 ，

俗信的 イス ラームが，教養人 に突 き

上 げを行な って影響を与えた ことを

見逃 してはな らない。例え ば，タ ァ

ジーエに見 られ る宗教的熱狂 は，反

イス ラーム的であ ると して，秩序 を

好む ウラマー階層 や統治者の立場 か

ら嫌悪 の情を以 って忌避 されて きた。

しか し，実際彼 らは何ら有効な手段を講 じることができずに，半ば暗黙の了承を与え

ていたのが実状である。さらに，ア リーをはじめとするイマームの奇跡に関する伝承

の中には，既存の民間伝承にイスラームの名のもとに合理的説明が加えられたと考え

ることができるものが多いようである。

　こうして，イマーム ・アリーのイメージーつを例にとってみても，そのイメージは，

様々な人々の間で多様に受け留められていることが分かる。そ して，その受容の結果，

ムスリムの日常生活の諸層である時は強烈な，またある時は微妙な影響力を行使 して

いると考えることができるのである。

　この意味で，冒頭で引用したハサン・サドルの見解は示唆に富んでいる。つまり，

真に影響力を持つ宗教は，単なる思弁の産物でも，また露骨な感情流出の結果から生

まれたものでもない。熱烈な信仰や禁欲主義は，時として極端で過激な党派主義に陥

ったり，あるいは社会からの逃避をもたらす。また逆に，宗教を冷徹な理性の力で理

解 し去ろうとするのは愚の骨頂と思われる反面，宗教に確固とした理論的枠組，組織

化がなければ，その宗教を永続化させることはできない。教義とそれに基づく社会活
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嶋本　 １２イマーム派 シーア主義におけるイマー ム ・ア リーの位置について

図 ２　 １２人 の イ マ ー ム像 ：中央 が ア リーで あ る。 や は り， 名 刀 ズ ー ル ・フ ァカー ル を持 って い る。

　 　 　他 は 左 か ら， １０代 目 アル ・ナ キ ー， ８代 目 アル ・レザ ー ， ６代 目 ジ ャフ ァル ， ４代 目ザ イ

　 　 　 ヌル ・ア ー ベデ ィー ン， ２代 目ハ サ ン， ア リー ， ３代 目ホ セ イ ン， ５代 目 アル ・バ ーケ ル，

　 　 　 ７代 目ア ル ・カ ー ゼ ム， ９代 目 アル ・タ キー ， １１代 目 アル ・アス カ リー， そ して ア リー の

　 　 　右 上 部 に見 え る少 年 は， １２代 目 イマ ー ム， アル ・マ フデ ィーで あ る ［ＯＹＴＡＮ　 １９５５］。

動の規範としての宗教は，合理性を持ち，それ故に永続性を持つと考え られる。両者

の間に程好い調和がなければならない。現代イラン人思想家が，ロゴスとパ トスの両

面から宗教を理解 し，ア リーを両者の体現として把握 している点は，宗教的シンボル

を以上の脈絡で理解する際，非常に示唆的であると思うのである。
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